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CS-807に 関する臨床的研究
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呼吸器感染症26例,尿 路感染症3例,計29例 の感染症例 にCS-807を 使用 した。対象 は29歳 か

ら95歳 まで(平 均67.8歳)の 男性17例,女 性12例 で,呼 吸器感染症例は100な いし200mg1日2回,

尿路感染症例 では50mgあ るいは100mg1日2回 の内服 を行 い,期 間は3.5～17日,紛 使用 量は0.

4～5.69で あった。

臨床効 果は有効21,や や有効3,判 定不能5で あった。副作用 として下痢が1例 にみら札 検

査成績上GOTの 上昇を2例 に認めたが,い ずれ も軽微な ものであった。

CS-807は 三共株式会社 で開発 された新経 口用セ ファ

ロスポリン剤で,各 種 β-lactamaseに 対 し安定であ り,

グラム陽性,陰 性 を問わず,広 範囲の抗菌 スペク トルを

有 している。特にS.pneumoniae,S.pyogenお などのグ

ラム陽性菌,E.coli,K.pneumoniae,P.mirabilisな ど

に強力な抗菌活性 を示 し,従 来の経 口用セフェム剤に耐

性のE.cloacae, C.freundii,Indole陽 性Proteus,N.

gonorrhoeae,S.marcescensに 対 しても抗菌力が拡大 さ

れた1)。

今回われわれは,呼 吸器感染症 を中心に29症 例に本剤

を使用 したので報告する。

I.対 象 と 方 法

1.対 象

昭和60年12月 よ り昭和61年4月 まで の間 に信楽園病

院 において外来 あるいは入院治療 を行 った29例,男 性

17例,女 性12例,29歳 か ら95歳 まで(平 均67.8歳)の 呼

吸器感染症26例,尿 路 感染症3例 に対 して本剤 による

治療 を行 った。

呼吸器感染症 は,急 性気管支炎2例,肺 炎4例,感 染

を伴 った気管支喘息4例,肺 気腫二次感染3例,慢 性気

管支炎の急性憎悪7例,気 管支拡張症3例,陳 旧性肺結

核症 に気道感染をきた した もの2例,肺 炎 と思われたが

非定型抗酸菌症 と判明 したもの1例 であり,尿 路感染症

は急性膀胱炎,急 性腎孟腎炎,膀 胱尿管逆流 を有す慢性

尿 路 感染 症 各1例 で あ っ た。

起 因 菌 は呼 吸 器 感 染 症 で は14例 で 判明 し,11例 が単

独 菌,3例 が 複 数 菌 感 染 で あ った。単 独 菌 は1正

influenzae,H.parainfluenzae,K.pneumoniae,B.

catarrhalisが それ ぞれ2例 か ら,S.pneumoniae,E.

coli,P.aeraginosaが 各 々1例 よ り検 出 され,複 数菌

と してS.pneumoniae+E.coli,H.influenzae+B.

catarrhalis,K.oxytoca+P.mirabilisが 分離 された。

尿路 感 染 症 の3例 は い ずれ も単 独 菌感 染 でそ れ ぞれ β

-Streptococcus(B)
,E.coli,K.pneumoniaeが 険出さ

れ た。

2.使 用法,使 用量

全例1日2回 の 食 後 内服 を 行 っ た。呼 吸 器 感 染症26

例 で は100mg2回19例,200mg2回5例,100mgか ら200

mg2回 に増 量 した もの2例 で,尿 路 感 染 症 で は50mg2

回2例,100mg2回1例 で あ っ た。 期 間 は症 例26の3.5

日 が最 短,症 例3の17日 が最 長 で,総 使用 量 は症 例27

の0.49が 最 少,症 例3の5.69が 最 大 で あ った。

3.効 果 判 定基 準 副作 用 の検 討

臨 床 効果 の 判 定 は臨 床症 状,検 査 成 績,胸 部 レン トゲ

ン所 見 の改 善 度,起 因 菌 の消 長 な どよ り総合 的 に行 い,

著 効(Excellent),有 効(Good),や や 有 効(Fair),

無 効(Poor),判 定 不 能(Undetemined)の 五 段階評価

と した。
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副作用については使用期間 中の自他覚症状な らびに,

本剤使用前後 における腎機 能(血 清尿素窒 素:BUN,

クレアチニン:Cr),肝 機能(血 清 トラ ンス ア ミナー

ゼ:GOT・GPT,ア ルカ リフォスファターゼ:A1-P,

総 ビリルピン:T-Bil),骨 髄機 能(末 梢血 ヘマ トク

リット:Ht,血 小板数:Platelet,白 血球数:WBC,好

中球百分比:Neutro),末 梢血好酸球百分比:Eosino,

直接クームス試験の変動 について検討 した。

II.成 績(Table1～4)

1.臨 床効果

有効21,や や有効3,判 定不能5例 の結果で あった。

呼吸器感染症は有効18,や や有効3,判 定不能5例

であった。

急性気管支炎の症例1は200mgを7日 間使用 したが,

効果が不充分で400mgに 増量 したため,や や有効 とした。

しかし,CRPが3+か ら陰性化 してお り,有 効 として

もよいと考えられる。症例2は 有効であった。

肺炎例は4例 であるが全例有効であった。3例 で起因

菌が判明し,K.oxytoca+P.mirabilis,H.parain-

fluenzae,H.influenzaeが 検出 さ礼 いずれ も菌消失

をみた。症例3は 途中で増量 しているが,胸 部X線 所見

の改善がやや遅 く微熱が続いたためで,CRPの 経過か

ら有効 と考えられた。症例6は 中等症の肺炎例で,本 剤

使用3日 後 には解熱 し,CRPも 陰性化 しているこ とか

ら著効 とするのが妥 当か とも思われる。

気管支喘息例4例 も有効 であった。症例7のH.in-

fluenzaeは 消失 したがB,catarrhalisの 出現をみてい

る。症例10のE.coliは 消失をみた。

肺 気腫 例3例 は い ず れ も起 因 菌 が 判 明 し,S,

pneumoniaeが 検 出され た症例11で は菌の消失が み ら

札 臨床的 にも有効で あった。症例1Z13は 基礎 に糖

尿病 を有する同一症例で,い ずれ もB.catarrhalisが

分離 さ札 症例12で は菌 は存続 した ものの臨床像 の改

善がみられ有 効であったが,再 使用 した症例13で は増

量したにもかかわらずわずかな改善 を得たにとどまった。

症例14か ら20ま では慢性気管支炎例 であ るが,症 例

15,16,18は 治療前 の感染 の存在が不明確 で判定不能

とした。他4例 は有効 で,症 例14か らは πpamin-

fluenzae,症 例19か らはS.pneumoniae+E.coliが 検

出され,菌 の消失 を得ている。

症例21の 気管支拡張症例 は,本 剤使用前CRPが 陰 性

であったが,血 痰が持続 し,局 所 の炎症が存在 している

と考えられ,咳 嗽,喀 痰の改善傾向がみ られたためやや

有効 と した。症 例2a23は 同 一 症例 で い ず れ もK

Pneumoniaeが 分離 さ粘 その消失 と臨 床症 状の改善

がみられ有効 であった。

症例24は 陳 旧性肺 結 核症に感染 をきた した もので,

治療開始後,起 因菌がPaem却nosaと 判明 し判定不

能 とした。症例26も 肺 炎 と思 われたが,本 剤 を使用 し

てから非定型抗酸菌症 と診断が確定 して判定不能であっ

た。

尿路感 染症 の3例 はいずれ も有効 であ った。症例27

の β-Streptococcus(B),症 例29のK.pneumoniaeは

消失 し,症 例28のE.coliは 治療後の尿培養がされてお

らず不明であるが,尿 沈渣中の細菌は視認出来ず,消 失

した もの と考 えられ る。

疾患別の効果をみる とTable2の ごとく,有 効以上

の有効率は呼吸器感染症で85,7%,尿 路感染症100%,

全体で87.5%と 極 めて高 い結果 となった。特 に慢 性気

道感染症において86。7%と 高 い有効率であった。

起 因菌が判 明 した呼吸器感染症14例 の細菌学的効果

は消 失9,菌 交代1,減 少1,不 変3で 除 菌率 は71.

4%で あった。H.influenzae 2株(症 例6,7),H,

parainfluenzae 2株(症 例4,14),K.pneumoniae 2

株(症 例22,23),S.pneumoniae 1株(症 例11),E.

coli 1株(症 例10),S.pneumoniae+E.coli(症 例19),

K.oxytoca+P.mirabilis(症 例3)は いずれ も消失 した

が,B.catarrhalis 2株(症 例12,13)は 存続 し,H.in-

fluenzaeとB.catarrhalisが 検 出され た例(症 例20)で

はH.influenzaeは 減少,B.catarrhalisは 不変であっ

た。P.aerugihosa 1株(症 例24)は 当然の ことなが ら残

存 した。

Table3の ご とく尿路感染症例 も含め,起 因菌の菌

種 別細菌学的効果 をみ ると,Haemophilus spp,K.

pneumoniae, S.pneumoniaeに 対 して極めて高い除菌

率 を示 し,P.aerugihosaに 対 しては無効で本剤の抗菌

スペ ク トルを反映 した結果であったが,B.catarrhalis

に対 しては期待以下の結果 となった。

2.副 作用

臨床的 には下痢 が1例(症 例24)で,本 剤 使用2日

目よ り出現 したが,止 痢剤の使用 により6日 目には改善

をみた。Table 4の ご とく検査成績 上,症 例4,症 例

17でGOTの 上 昇 を認めたが,い ずれ も軽度 の もので

あった。

III.考 案

呼吸器 感染症26例,尿 路感染症3例 の計29例 に使 用

した結果 は有効21,や や有効3,判 定不能5例 で あっ

た。判定不能例 を除 く有効 率 は87.5%で あ り,呼 吸器

感染症で85.7%,尿 路感染症で100%と 高い ものであっ

た。特 に慢性気道感 染症19例 中(4例 判定不能)13例 有
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Table 2 Overall clinical efficacy of CS-807

Table 3 Bacteriological effect of CS-807 on isolated organisms

* : E.coli+ E.faecalis ** : B.catarrhalis

効,86.7%と 高 い有効率 を示 したが,主 たる起因菌 で

あるH.ingluenzae,S.pneumoniae,K.pneumoniae

に対 して本剤が優れた抗菌力 を有すること,喀 疾中濃度

が血清中濃度の3。6～21.6%と 喀疾 への移行 も良好2)な

ことか ら妥当な結果 といえよう。慢 性気道1染 症 に対 し

ては現在有効な経口用セフェム剤が少な く,本 剤の この

領域での有 用性 がかな り期 待出来 ると考 えられ る。8

catarrhalisに 対 する効果 が期待以下 であったが,新 薬

シンポジウムにおける報告 では高 い有効率 となってお

り3),た またま感受性の低 い菌株 による感染 であった も

の と推測 される。

副作用 として下痢 が1例 にみ られ(発現率3.4%),検

査成績 上GOTの 上昇 を2例 に認めたが(発 現率6.8%)

いずれ も軽度の ものであった。

本剤はその抗菌 スペ ク トル,良 好な喀疾中移行 に加え,

尿中排泄型であること,安 全性 が高い ことか ら,呼 吸器

感染症,尿 路 感染症 に対 して有用性が高いものと考えら

れ る。特にP.aeruginosaを 除 く菌種 による慢 性気道

感染症治療 における第1次 選択剤の1つ としての位置づ

けが期待 できよう。
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Table 4 Laboratory findings in CS-807 treatment

B: Before therapy, A: After therapy , *: Abnormal
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Table 4 Laboratory findings in CS-807 treatment (2)

B: Before therapy, A: After therapy *: Abnormal
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CLINICAL STUDY ON CS-807
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We used a new oral cephem antibiotic, CS-807, to treat 26 patients with respiratory and 3 with urinary tract

infections, and to evaluate its efficacy and safety. The study was carried out from December 1985 to April

1986. The patients consisted of 17 adult males and 12 adult females, aged 29-95, the mean age being 67.8.

CS-807 was given b.i.d. at 100mg or 200mg to the patients with respiratory tract infection, and similarly at

50mg or 100mg to the patients with urinary tract infaction. Therapy lasted from 3.5-17 days and the total

dose was 0.4-5.6 g.

The therapeutic effect was good in 21 patients, fair in 3, and undetermined in 5, with a high efficacy rate

of 87.5%. An adverse reaction was diarrhea in one case, and laboratory tests revealed GOT elevation in two

cases. These findings were slight, however, and disappeared immediately after withdrawal of the drug.


